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河川管理施設の維持管理技術向上のため研修施設 

堤防実モデル実習施設 
 

九州技術事務所では、実際に「見る・触れる・感じる・考える」ことで点検の基礎
技術を学習できるように、河川の堤防及び樋門に発生する変状を再現した堤防
実モデル実習施設を整備しました。 
河川管理施設の状態を適切に把握・評価し、維持管理できる人材を養うことで、
将来に渡り河川管理施設を健全な状態に保ち、人々の安全・安心を守ります。 
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河川管理施設概要(1/2) 
 

 
河川管理施設とは 

 

 河川管理施設とは、河川管理者が建設し管理している施設で
す。川の利用を促進したり、洪水の被害防止の機能を持つ施設
のことです。（例：堤防、護岸、樋管など） 

当施設内では以下の河川管理施設を整備している。 

 

 
堤防 

 

 堤防とは、計画高水位※以下の流水を安全に流下させる（洪水
を住宅や田畑がある土地にあふれさせず川の中に閉じ込め
る）ために川の両岸に設けられる施設で、ほとんどの場合、盛
土で作られますがまれにコンクリートで作られることもあります。 

 

※計画高水位(H.W.L)は、計画高水流量が河川改修後の河道断面を流下するときの水位で
す。 この水位は、堤防や護岸などの設計の基本となる水位です。この水位を上回る超過洪水で
は、堤防が危険な状態になることを意味します。 

 

 
 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
出典：国土技術政策総合研究所ホームページ 

http://www.nilim.go.jp/lab/rcg/newhp/yougo/words/067/067.html 
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河川管理施設概要(2/2) 
 

 
護岸 

 

 川を流れる水の浸食作用などから河岸や堤防を守るために、
それらの表面を覆うように設けられる施設で、コンクリートや石
材などが多く用いられています。 

 
 

 
 
 
出典：国土技術政策総合研究所ホームページ 

http://www.nilim.go.jp/lab/rcg/newhp/yougo/words/067/067.html 

 

 
樋門 

 

 住宅や田畑がある土地に降った雨水が小さな川や水路を流れ、
より大きな川に合流する地点において、大きな川の水位が洪水
などで高くなった時にその水が住宅や田畑の側に逆流しないよ
うに設ける施設です。その多くは堤防の中にコンクリートの水路
を通し、大きな川の側にゲートが設置されています。 

 

平常時 
 

 

小さな川 
(支川) 

大きな川 
(本川) 

 
 
 

洪水時 逆流しないように 

ゲートを閉める。 

小さな川 
(支川) 

本川水位 大きな川 

の上昇 (本川) 
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堤防実モデル実習施設概要(1/2) 
 

 実際の現場を想定しています  

 • 堤防実モデル実習施設は比較的危険な箇所とされる流水が強く当た
る外岸側を想定しています。 

• 堤防や護岸、樋門、特殊堤といった河川管理施設を設置しています。 
• これらの河川管理施設は高度経済成長期に大量に整備されたものと
仮定し50年経過している状態を想定しています。 

• 施設は大きく「特殊堤エリア」「土堤・護岸エリア」「樋門エリア」の3
つに分けておりそれぞれに特徴的な変状を再現しています。 

 

 
九技川 

 
 

標準断⾯図 
 
 
 
 
 
 

九技樋⾨ 
再現 

九技川 
堤外側 特殊堤エリア  ⼟堤・護岸エリア 樋⾨エリア 

 
 
 
 

 
堤内側 延⻑約40m 
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堤防実モデル実習施設概要(2/2) 
 

 
例えばこんな変状を再現しています 

 

 ●特殊堤エリア 
 
 

すべり 
または沈下 

 
 

 

陥没 胸壁接合部の変形 
⽬地開き 

吸出し 
 
 

▲胸壁接合部の変形等の発生イメージ図 ▲胸壁接合部の変形 
 

●⼟堤・護岸エリア 
護岸基礎部の洗掘 

 
 

 

目地開き部か
ら土砂吸出し 

 
 

陥没 護岸背面の空洞 

護岸の沈下 
 

土砂吸出しに
よる土塊移動 

 

▲護岸基礎部の洗掘等の発生イメージ図 ▲護岸基礎部の洗掘 
 

● 樋⾨エリア 
 
 

抜け上がり 
 
 
 

 

 

軟弱層 空洞 
 

固い層 

▲抜け上がりの発生イメージ図 ▲抜け上がり 

 

 
 


